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The present study was conducted to examine the cognitive aspects of anti-norm deviant 
behaviors in female college students. 262 subjects were requested to complete the questionnaire 
on attitude or cognition toward 30 deviant behaviors from three different viewpoints such as 
(1) how often they think they themselves deviate from those norms， (2)how often they think 
their ordinary classmates deviate from those norms， and (3) how often their ordinary teachers 
imagine they deviate from those norms. The main findings are as follows: (1)Female college 
students admit their inclination to deviation from norms in school， but they believe that such 
behaviors are not so deviant by nature. (2)They think that they themselves are more nor-
mative than their ordinary classmates. (3) They think that their teachers have worse impression 
on their norm consciosness than they really are. These results suggest that the bad images of 
female college students toward their classmates and teachers implies their feelings of maladjust“ 
















































1989年 12月から 1990年 1月にかけて，無記名方式で実施された.なおこのうちの 142名については， 1989年













か cr許されるJ 1やや許されるJ 1やや許されなし、J1許されなし、Jの4件法による回答).②同じ大学の普通の
平均的な学生がそのような行為を現実にどの程度していると思うか (1ょくするJ 1ときにはするJrほとんどし
ないJ r全くしな~'J のヰ件法による問答) .③平均的な教師は，平均的な学生がそのような行為をどの程度し
ていると考えていると思うか (1ょくするJrときにはするJ 1ほとんどしな ~'J r全くしなし、」の4件法による問
答).③被験者本人が，そのような行為を現実にどの程度しているか (1ょくするJrときにはするJ1ほとんど









がTable1に示されている.ここに示された数伎は 1ょくする」を 1点 rときどきする」を 2点 rほとんど
しな ~'J を 3 点、 1全くしな~'J を 4 点、として計算されたものであり，したがって，この数値が低いほどそのよ
うな反社会規範行為の実行率が高いことを意味している.これによると，平均評点が3点以上の実行率が低い反
社会規範行為は rタバコをすう J (3.86)， 1テストでカンニングをするJ (3.85)， r借りたものを返さな ~'J
(3.58) ， 1代返・代筆をするJ (3.39)， r理痴を偽って親から金をもらう J (3.24)， r教室にゴミを捨てる」
(3.13)， 1綴に隠れて特定の異性と交際するJ (3.04)の7項自であった.これに対して，王子均評点が2点未満の
実行喜界が潟い反社会規範行為は r授業中に私語をするJ (1.84)， r勉強しな"J (1.97)， r陰で先生の窓口を






























N X SD N X SD N X SD 
l 学校陰で先生の慾口を言う 262 1.61 0.54 260 1. 70 0.56 262 1.99 0.58 
2 家庭家の手伝いをしない 262 2.31 0.69 260 2.25 0.74 261 2.41 0.77 
3 ~交際理由を偽って親から金をもらう 262 2.60 0.81 259 2.55 0.77 262 3.24 0.82 
4 学校代返・代筆をする 262 2.45 0.84 259 2.21 0.79 262 3.39 0.78 
5 1慣習遅くまで夜遊びをする 262 2.15 0.68 260 1.97 0.66 262 2.68 0.85 
6 学校学校で決められた制服を着なL、(奨装) 262 1.76 0.80 260 1.60 0.76 262 2.47 0.91 
7 告書官ヨ借りたものを返さない 262 3.18 0.69 260 3.24 0.73 261 3.58 0.62 
8 法 人のものを資む 261 3.60 0.64 260 3.47 0.70 
9 慣習約束の集合時聞に遅れる 261 2.41 0.69 260 2.37 0.74 260 2.65 0.79 
10慣習電車やパスなどでお年寄りに腐をゆずらない 261 2.18 0.68 260 2.22 0.78 261 2.28 0.72 
1 学校先生の言うことに従わない 262 2.28 0.70 260 1.98 0.81 262 2.61 0.70 
12学校勉強しない 261 2.07 0.72 260 1.97 0.81 262 1.97 0.71 
13 法 長言号無視をする 261 2.00 0.73 260 2.19 0.81 262 2.12 0.81 
14 a家庭母親に反抗する 262 2.14 0.64 259 2.27 0.68 260 2.27 0.75 
15 a家庭親に隠れて特定の異性と交際する 262 2.11 0.83 260 2.03 0.73 258 3.04 1.00 
16学校テストでカンニングをする 261 3.44 0.67 260 3.13 0.80 260 3.85 0.46 
17家庭殺のいいっけに従わない 261 2.22 0.66 259 2.21 0.71 261 2.39 0.73 
18学校学友会行事に参加しない 262 2.07 0.80 259 2.08 0.86 261 2.64 0.94 
19 il家庭父親に反抗する 262 2.29 0.72- 260 2.37 0.74 260 2.54 0.84 
20 法 20歳未満の大学生が泌を飲む 262 1.47 0.63 260 1.52 0.69 260 2.07 0.83 
21 ~家庭遊んでし、て芸誌の門限に遅れる 262 1.98 0.73 260 1.97 0.79 260 2.62 0.91 
22家庭童話の反対を押し切って恋人とi湾綾する 262 3.37 0.65 258 3.22 0.71 一一一一一
23学校大学行事に参加しない 262 2.03 0.85 260 2.02 0.84 260 2.36 0.92 
24学校総裁をさぼる 262 2.05 0.72 259 1.93 0.76 261 2.70 0.86 
25程変習ニ人の俗jで結婚を約束した恋人とセックスセする 258 2.36 0.86 258 2.48 0.82 一一一
26学校気に入らない人(やさ主)と話をしない 260 2.30 0.78 259 2.44 0.74 260 2.66 0.83 
27学校授業中に私語をする 262 1.49 0.61 259 1.28 0.58 262 1.84 0.64 
28慣習知り合ってまだ日が浅い異伎の友途とセックスをする 261 3.15 0.72 259 3.12 0.74 
29 法 20歳未満の大学生がタバコをすう 262 2.53 0.91 260 2.40 0.86 261 3.86 0.51 
30学校教室にゴミを捨てる 262 2.10 0.86 260 1.74 0.83 262 3.13 0.75 
注)平均評点は Iょくする」を1点 rときにはするJを2点 rほとんどしなL、」を3点 I全くしなし、」を4点，として
計算された伎である






と認知されている宅健闘をリストアップしてみると I人のものを盗むJ (3.60)， Iテストでカンニングをする」
(3.44)， r親の反対を押し切って恋人と向接するJ (3.37)， I借りたものを返さなし、J (3.18)， 1-知り合ってま
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飲むJ (1.47)， r授業中に私誌をするJ (1.49)， r陰で先生の怒ロをぎう J (1.61)， r学校で決められた制服を











は 78~104) ，下位25怖を「非好意群J (N口34， 得点範阪は 41~58) と名付けた.そして好窓群と非好意若手の
聞で，人格特性を比較した.
雨若手間の人格特性に統計的な有意援がみられた下位尺伎は，社会不安(好意群;五=19.3，SD=4.74 ，非!fH主
君手記=17.1，SD=3.60， t=2.14， p<0.05) ，無力感(~子窓群;元 18.3 ， SD=4.31，非好意群元 16.2，SD=4.1O， 
t=2.04， p<0.05) ，の 2項目であった.また，穣磁性は非好意群の方が強く(好意若手 ;x口9.5，SD口2.16，非好




















未満を基準にワストアップすると i私語をするJ (1.28)， i滋を飲むJ (1.52)， ilb問良を着なし、J (1.60)， i先
生の態ロを言う J (1.70)， iゴミを姶てるJ (1.74)， r講義をさぼるJ (1.93)， r夜遊びをするJ (1.97)， r勉










(N=33， 得点範聞は 77~102) とし，下位 25%(教帥は態、いイメージをいだいていると認知している者)'a: r怒
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